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第２次総合計画では目標指標によるまちづくりの達成状況を管理 

第２次総合計画は、将来像の実現に向けた実効性のある計画をめざし、目標を 値化した 標（

果 標・活 標）を 定し、 状況を進 できるようにしました。 

第２次総合計画の特徴 

第２次総合計画は以下の をもった計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

将来像 ： 人と海のふれあうまち ～地域資源を活かした、新しいまちの上質な価値の創造～
まちづくりの基本目標 ： 子ども、若者、お年寄りが住み良い「活力」「誇り」「安心」に満ちたまちの実現

将来目標の人口フレーム ： H35 推計値 25,529人 ⇒ 29,000人以上をめざします

つのまちづくり （ 果 標）

つのまちづくり 目標（ 果 標）

の基本施策（ 果 標）
の効果は

の み ながなにをやるべきか

基本
構

基本
計画

定 的な 標
を 定し

進 を

の活 標

「 果 標」
計画の
を測る 標

「活 標」
果 標を
するに た

り、実施され
る 施策の活

の進 を測
る 標

あ上天草市では、 16 年 に策定した「上天草市総合計画」が 25 年 に計画 期を えるため、

次の 10 年間を見 えたまちづくりの最上 計画となる「上天草市第２次総合計画（以下「第 2 次総合計

画」という。）」を策定いたしました。  

第２次総合計画は、市のめざすまちの将来像や目標を定め、将来像を実現していくために必要な と施

策大 を す「基本構 （計画期間 ２ 年 ～ 年  年間）」と、基本構 で した施策大

に基づく 的な施策を分 に 化し す「基本計画（計画期間 期 年間 ２ 年 ～

年 、後期 年間 年 ～ 年 ）」で構 されます。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将来、まちが していくために な を す とな 計  

将来の目標に て市 と がともにめざす の とな 計  

まちづくりの 成状況を す もの しとな 計  

の 化を推 す 計  

将来像 ： 人と海のふれあうまち ～地域資源を活かした、新しいまちの上質な価値の創造～
まちづくりの基本目標 ： 子ども、若者、お年寄りが住み良い「活力」「誇り」「安心」に満ちたまちの実現

将来目標の人口フレーム ： H35 推計値 25,529人 ⇒ 29,000人以上をめざします

つのまちづくり （ 果 標）

つのまちづくり 目標（ 果 標）

の基本施策（ 果 標）
の効果は

の み ながなにをやるべきか
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構

基本
計画

定 的な 標
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進 を

の活 標
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計画の
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「活 標」
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するに た

り、実施され
る 施策の活

の進 を測
る 標
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計
基本
計画

基本
計画

定定 的な 標定定 的な 標
をををををををを 定定定定しししししししをををををををををを 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししし

進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進 ををををををををををををををを

定量的な指標
を設定し
進捗を管理
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本市の将来のまちづくりを考える上で、急速に進む人口減少・高齢化は最も憂慮すべき課題であり、自立

可能・持続可能な地域社会をつくるために、安定した人口（構造）を維持することを最重点に取り組むテー

マとして、「活力」「誇り」「安心」を充実させることにより、市民が住み続けたい、新たな住民として住み

たいまちの実現をめざします。 

4,148
3,457

2,886 2,518 2,121 1,781 1,488 1,231 1,016 844

18,961

17,071

14,681

12,345

10,495

8,931

7,606
6,407

5,407
4,496

10,210 10,292 10,596

10,666 10,404

9,804
8,893

7,948
6,993

6,140

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

H20 H25 H30 H35 H40 H45 H50 H55 H60 H65

0～14歳 15～64歳 65歳～

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

人と海のふれあうまち ～地域資源を活かした、新しいまちの上質な価値の創造～ 

 

みんなで解決すべき上天草市の課題 

第２次総合計画における「まちの将来像」においては、「上天草市総合計画」で、これまで築いてきた「人

と海のふれあうまち」を継承し、「海」と「人材・資源」を活かした自立・交流型の地域社会を進めるとと

もに、今までにない、新しいまちの価値の創造に向けて、様々な地域資源の可能性を十分に発揮した、質の

高いまちづくりをめざします。 

上天草市のめざすまちづくり（将来像・まちづくりの基本目標・将来人口フレーム）  

 

将来像 

 

子子どどもも、、若若者者、、おお年年寄寄りりがが住住みみ良良いい  「「活活力力」」「「誇誇りり」」「「安安心心」」にに満満ちちたたままちちのの実実現現  

 

まちづくりの基本目標 

今後、地域社会を持続させていくためには、課題となっている生産年齢人口を維持・確保していくこ

とが必要であり、そのためには、市内の経済活力を高め、産業を活性化することにより、生産年齢人口

に対する雇用の機会を増やすことが必要となります。本計画のめざす将来目標となる人口フレームにつ

いては、経済効果を高め、雇用拡大による人口減少の抑制を最優先とし、合わせて全ての施策の実施に

よる相乗効果によって定住人口の増加をめざします。 

 

将来の人口推計では、本市人口は今後 10 年間で

約 5,000 人の人口減少が予測され、長期的には 15

歳～65 歳の生産年齢人口が 65 歳以上の人口を下

回る人口構造となり、地域社会を持続することが厳

しい状況に直面することが危惧されます。今後、地

域社会を持続させていくためには、課題となってい

る生産年齢人口を維持・確保していくことが必要と

なっています。 

 

これからの上天草市のめざすまちづくり 

最重点課題：定住人口の安定化 

平成 40 年以降、65 歳以上

の人口が生産年齢人口を上

回り、自治体としての存続の

厳しい状況になります。 

【人口 3 区分から見た将来人口の推計】 

 

平平成成 3355 年年推推計計値値  2255,,552299 人人  ⇒⇒  2299,,000000 人人  以以上上ををめめざざししまますす  

 

将来目標の人口フレーム 
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「活力」「誇り」「安心」
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本市の将来像 まちづくりの基本目標を実現するために、「活力」「誇り」 安心 の つの基本目標

のテーマを に次のようなまちづくりの を 定します。 

に将来目標の人口フレームである 35 年 29,000 人以上を実現するために、 目標に め

られる目的を 確に し、目的 に必要な定 的な目標 標を 定し、 施策の目標を するため

に を、 こまで実施すべきか、わかりやすく していきます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将来像、まちづくりの基本目標の実現に た  

 

  

  

将来像 ： 人人とと海海ののふふれれああううままちち  ～～地地域域資資源源をを活活かかししたた、、新新ししいいままちちのの上上質質なな価価値値のの創創造造～～ 

まちづくりの基本目標 ： 子子どどもも、、若若者者、、おお年年寄寄りりがが住住みみ良良いい「「活活力力」」「「誇誇りり」」「「安安心心」」にに満満ちちたたままちちのの実実現現 

将来目標の人口フレーム ：  H35 推計値  25,529 人 ⇒ 29,000 人以上をめざします  

３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
方
針 

ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
目
標 

産 の生産
を す ～売れるブランド産品・

加工商品開発による「産業」づくり～ 

と を す
～観光ブランド力を発揮する「産業」
づくり～ 
 

地域の産 の 生 成
に り を生 ～地域の産業・企
業の多様な可能性を創造する「産
業」づくり～ 

地域 みで子 て 子 ちし すい
まちを く ～未来を築く元気な「人
（子ども）」づくり～ 
 
 

心 ともに でいきいきと らす
まちを く ～生涯いきいき元気な
「人（市民）」づくり～ 
 

な に りふ と の と
誇りを て ～スポーツ・文化を通じた
郷土を愛する「人」づくり～ 
 

齢 に た安心、 な生活
基 を く ～安心・快適に暮らせる
「地域」づくり～ 
 

自 の 市住 の定
住を す ～新たな定住を促進す
る「地域」づくり～ 
 

自 を り、 しい を
く ～美しい海と緑のある「地域」

づくり～ 
 

未来に向けて輝く 

「産 」づくり 

 

未来に向けて輝く 

「人」づくり 

 
 

未来に向けて輝く 

「地域」づくり 

 

安心 
 

 

誇り 
 

 

活力 
 

 

最重点  

最重点  

成 標(H35 年度目標値) 
●年間市内総生産（GDP）の
増加額 ：100 億円（雇用の増
加：1,300 人） 

成 標(H35 年度目標値) 
●年少人口数 ： 3,058 人 
（推計値 2,518 人に対する 500 人
<20.0％>増加） 

成 標(H35 年度目標値) 
●住みやすいと思う市民の割合
（H25）57.3％ 78.0％（社会減
20.0％（800 人）抑制） 
●定住効果による 600 人増加 

成 標(H35 年度目標値) 
●年間観光入込客数74万人増加 
●年間観光消費額 50 億円増加 

成 標(H35 年度目標値) 
●6 次産業化による経済効果   
50 億円増加 

成 標(H35 年度目標値) 
●戦略２との合算による経済効
果 50 億円増加 
 

成 標(H35 年度目標値) 
●「子育てに不安や負担を感じな
い」人の割合（市民意識調査）50.0％ 

成 標(H35 年度目標値) 
●「心身ともに健康だと思う」市民の
割合（市民意識調査 80.0％ 

成 標(H35 年度目標値) 
●（月に複数回以上）運動・スポー
ツに取り組む」市民の割合（市民意
識調査） 50.0％ 

成 標(H35 年度目標値) 
●住み慣れた地域で安心して生
活できている高齢者の割合（市民
意識調査） 80.0％ 

成 標(H35 年度目標値) 
●市外からの新たな転入者数240
世帯（600人） 

成 標(H35 年度目標値) 
●「水のきれいさ（海・川・海岸）」
の満足度（環境基本計画市民
アンケート調査） 48.0％ 

重点  

将来像の実現に向けた  
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「活力」「誇り」「安心」
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第 2 次総合計画 期基本計画【基本計画 分 （基本 ）施策 】 

 

ー を 定した上天草 の  
 

を実 す 市 者の 成 
 

の目 地にな の 実 
 

を す ー の  
 

の の  
 

ー など 体 の  
 

13 地域の産 の活 化に た  
 

と 体とな た「 れ 」産 の生産体  
 

生産者の い 成、 力のあ 体 の 化 
 

11 産 の PR 、 の  
 

の の 上に 「 」の  
 

12 の 造 点の 実 
 

10 産 者の 6 産 化 、 者との  
 

14 の推 と 化  
 
15 体 の 実 
 

16 地域の を活かした の 実 

17 地域 が し子 てを す の 実 

18 安心して子どもを産み、 てられ 子 づくりの 実 

19 地域 ー に ふれあいあ 子 て づくり 

20 に す 市 の 上 

22 齢者 がい者の活 す の  

21 な地域の と の づくり 

23 市 の の 成 
 

24 ー 活 を た市 の  

25 の自 化にふれ づくり 

26 を た市 の の 成 

27 の い ー の 実 

31 に い地域づくり、市 の の 上 

29 安心を生 の 実 

30 地域の いの ー づくり 

32 ー を た 住 の  

33 新たな定住者に す の 実 

34 自 を り づくり、 の 化 

35 生活から す に しいまちづくり 

36 地 にた た資源 の推  

28 の 実 

37 まちづくりを でき 市 の  

38 地域を を とした住 自治の  

39 自 な住 活 の な市 の  

41 市 ー に でき 体 人
成 
42 で な の推  

43 域 の推 に の 化 

44 計 の定 な 体 の 化 

40 い人 の に まちづくり 

 

と を す  

～観光ブランド力を発揮する「産業」づくり～ 

 

最重点  

まちづくりの 目標 

 

 

産 の生産 を す  

～売れるブランド産品・加工商品開発による「産業」づくり～ 

 

最重点  

地域の産 の 生 成に り を生

～地域の産業・企業の多様な可能性を創造する「産業」づ

くり 

 

地域 みで子 て 子 ちし すいまちを く  

～未来を築く元気な「人（子ども）」づくり～ 

 

 

心 ともに でいきいきと らすまちを く  

～生涯いきいき元気な「人（市民）」づくり～ 

 

な に りふ と の と誇りを て  

～文化・スポーツを通じた郷土を愛する「人」づくり～ 

 

自 の 市住 の定住を す

 

 

 自 を り、 しい を く ～美しい海と

緑のある「地域」づくり～ 

 

重点  

市 と の に まちづくり 

ムで な の実現 

計 の 価 の  

安心 

 

活力 

 

のまちづくり  

未来に向けて輝く 

「産 」づくり 

 

未来に向けて輝く 

「人」づくり 

 
 

誇り 

 
 

未来に向けて輝く 

「地域」づくり 

 
 

 

計 の推  
 

目標を実現す 44 の基本  

 

齢 に た安心、 な生活基 を く  

～安心・快適に暮らせる「地域」づくり～ 
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第 2 次総合計画 期基本計画【基本計画 分 （基本 ）施策 】 
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を実 す 市 者の 成 
 

の目 地にな の 実 
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生産者の い 成、 力のあ 体 の 化 
 

11 産 の PR 、 の  
 

の の 上に 「 」の  
 

12 の 造 点の 実 
 

10 産 者の 6 産 化 、 者との  
 

14 の推 と 化  
 
15 体 の 実 
 

16 地域の を活かした の 実 

17 地域 が し子 てを す の 実 

18 安心して子どもを産み、 てられ 子 づくりの 実 

19 地域 ー に ふれあいあ 子 て づくり 

20 に す 市 の 上 

22 齢者 がい者の活 す の  

21 な地域の と の づくり 

23 市 の の 成 
 

24 ー 活 を た市 の  

25 の自 化にふれ づくり 

26 を た市 の の 成 

27 の い ー の 実 

31 に い地域づくり、市 の の 上 

29 安心を生 の 実 

30 地域の いの ー づくり 

32 ー を た 住 の  

33 新たな定住者に す の 実 

34 自 を り づくり、 の 化 

35 生活から す に しいまちづくり 

36 地 にた た資源 の推  

28 の 実 

37 まちづくりを でき 市 の  

38 地域を を とした住 自治の  

39 自 な住 活 の な市 の  

41 市 ー に でき 体 人
成 
42 で な の推  

43 域 の推 に の 化 

44 計 の定 な 体 の 化 

40 い人 の に まちづくり 

 

と を す  

～観光ブランド力を発揮する「産業」づくり～ 

 

最重点  

まちづくりの 目標 

 

 

産 の生産 を す  

～売れるブランド産品・加工商品開発による「産業」づくり～ 

 

最重点  

地域の産 の 生 成に り を生

～地域の産業・企業の多様な可能性を創造する「産業」づ

くり 

 

地域 みで子 て 子 ちし すいまちを く  

～未来を築く元気な「人（子ども）」づくり～ 

 

 

心 ともに でいきいきと らすまちを く  

～生涯いきいき元気な「人（市民）」づくり～ 

 

な に りふ と の と誇りを て  

～文化・スポーツを通じた郷土を愛する「人」づくり～ 

 

自 の 市住 の定住を す

 

 

 自 を り、 しい を く ～美しい海と

緑のある「地域」づくり～ 

 

重点  

市 と の に まちづくり 

ムで な の実現 

計 の 価 の  

安心 

 

活力 

 

のまちづくり  

未来に向けて輝く 

「産 」づくり 

 

未来に向けて輝く 

「人」づくり 

 
 

誇り 

 
 

未来に向けて輝く 

「地域」づくり 

 
 

 

計 の推  
 

目標を実現す 44 の基本  

 

齢 に た安心、 な生活基 を く  

～安心・快適に暮らせる「地域」づくり～ 
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 戦略２との合算による経済効果） 

13 地域の産 の

活 化に た  

14 の推 と

化  

15 体 の

実 

成 標(H35 年度目標値)  
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を する 型 の ーを 発し 業活 を 化します。 

 

要の拡大にあわせて市内 点の 化、 ・流 の

と させ、安定した生産から流 ・ の を構築することで、

産業の生産 制の 化を ります。 

 

 産 の生産基 の 化 

 

「 れる」産 の生産 制を 化するため、新 業 の 、 組

による 経 、 せて い の 地の 約化 を り、安定した生

産・ の可能な 制を構築します。 

 

産業 の1次産 を活用した 発を するとともに、 造業 とのマ

機会の充実を るな 、生産 と加 業 との による 化を てい

きます。また、 発にあたっては、 本 産 ー、上天草市 産 加

発 ーな の活用を 進し、 い 発 を います。 

 

 市 ー を た れ 産 の と  

 

1 次産 、加 の により、上天草の の 発と

を 的に します。また、 進を るため、市 の大 地 の流

業 ・ ー と地 業 との 会の 、 産 の 活 を拡大する

か、海 に向けた 、海 向け 産 の 発を進めます。 

 

拡大にあわせて市内における加 の 造 を拡大させていくた

め、 造 点の 、 加 業 の 業 を進めます。 

 

地域の雇用を えてきた 業、 業、海 業 の 業 の経 、

新たな活性化に向けた 業 の を進めます。 

 

市 との人的交流による新たな 業 を推進するとともに、市民 の新

たな 業 の を います。 

 

年 、 性、高齢 を 心に を 進するための 業 や相 口

な の取組みを充実します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

目標  ：  産 の生産 を す   

～売れるブランド産品・加工商品開発による「産業」づくり～ 

 

ままちちづづくくりり 目目標標     来来にに向向けけてて くく「「産産業業」」づづくくりり  
 

目標  ：  と を す   

～観光ブランド力を発揮する「産業」づくり～ 
 

ー を 定した

上天草 の  

最重点  

成 標(H35 年度目標値) ●年間観光入込客数   74 人  
 ●年間観光消費額    50  

目標を実現す 基本  

 

の目 地にな

の 実 

の の

上に 「 」の  

を実 す 市 者の 成 

 

を す

ー の  

 

の

の  

 

 

ー

など 体 の  

 

 

と 体とな

た「 れ 」産 の生産体  

生産者の い 成、

力のあ 体 の 化 

10 産 者の 6

産 化 、 者との

 

11 産 の

PR 、 の  

12 の 造

点の 実 

目標  ：  地域の産 の 生 成に り を生   

～地域の産業・企業の多様な可能性を創造する「産業」づくり～ 
 成 標(H35 年度目標値) ●6 次産業化による経済効果  50  

 戦略２との合算による経済効果） 

13 地域の産 の

活 化に た  

14 の推 と

化  

15 体 の

実 

成 標(H35 年度目標値)  
● 子 ブランド ント ン ーン による 客効果 人 
     

 

成 標(H35 年度目標値)  
●観光スポ ト 観光 ント開 による 客効果 人 
     

 

成 標(H35 年度目標値) ● 域観光 ート開発による 客効果 人 
  

成 標(H35 年度目標値) ●観光 ドの 加者（ ）数 300人 
●上 ・観光 （ ） の年間 加 業者数  00人 者  
     

 

成 標(H35 年度目標値) ● ・ ントによる 客効果 人 
  

成 標(H35 年度目標値) ● ント・ツアー の による 客効果 人 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●スポーツ合 育・ による 客効果 人 
  

成 標(H35 年度目標値) ●1次産業生産額       

成 標(H35 年度目標値) ● 業者数 1,738人 業者数 1,302 人
    

成 標(H35 年度目標値) ●加工商品開発に う経済効果（売上額）    
  

成 標(H35 年度目標値)  
●ブランド産品 売促進による経済効果（売上額）     

成 標(H35 年度目標値)● 造 ・企業 による経済効果（売上額）   
  

成 標(H35 年度目標値) ● 造品 額    
● 売業年間 売額   
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目標を実現す 基本  

 

目標を実現す 基本  
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もたちの かなここ 、確かな 力、 で安全な生活のできる資質や能力を

することにより「生きる力」（ ・ ・ の のとれた力）を てるため、地域

の を生かした質の高い を推進するとともに、 の ・充実を り

ます。  

また、上天草高 の テ を高め、進 を向上させるため、 発 の 化、

高の 化、 立大 の進 の向上、 を活かした ・ の

、 ー 活 （ 活 ）に力点を いた高 の づくりを進めます。 

 

 

地域の ものふれあい・ の づくり、 に 加する住民

テ の 、地域 や テ 活 の もの 加 進 に

より、地域住民が になり もの自らの ちを する を充

実させることで、地域に と誇りをもった もを てていきます。 

 

 

、 産、 にわたって、 と もの を確保できるよう、

・相 を充実していきます。 

 

 

安心して てができるよう、 もの 全な 長を地域で見 る 点づ

くり、 ー づくりを進め、 と地域の て力の向上に取組み

ます。 

 

 

市民の に対する を高め、 や を た 増進活 の

加を 進することで、生活 をは めとした 予 、高齢 の

予 につな ていきます。 

 

 

民 や 施 を活用し、 地域の市民が な で 的に

活 や交流活 ができる を充実させていくとともに、 年 が社会活

に 加できる な交流の づくりを進めます。 

 

 

高齢 のもつ や を活かし、生 や な 様々な社会活

の 加を推進する 組みをつくり、高齢 が地域社会の で生きがい

をもって活 できる機会を ていきます。 

また、 がい が自立した生活が れるよう、 や社会 加の機会を

ていきます。 

 

 

市民や市民 な の地域人材を活用した テ の 業を

的に し、 地域の市民が える課題や ー に対 し、その活

で た を地域社会に する 組みをつくります。 

 

 

市民が く ー 活 に 加し、 増進や市民交流を ていくため、

ー 施 の充実、総合型地域 ー の ・ 、高齢 や がい な 、

全ての市民が ー を しむことができる ムづくり を進めます。また、

ー 合 の 、 ー の充実により、市 との交流を拡大します。 

 

 

市内の 化 や 化の を進め、地域の ・ 産の保 と発 を う

とともに、 化のもつ 力を活かした 交流を推進します。 

市民が市の かな自 や 化にふれ、 を める の機会を充実させることで、

市民の の を でいきます。また、市民の 化活 の 加を 進し、

市民の 様な 化交流を ていきます。 

 

 

様々な機会を た市民の交流・ の機会を充実させていくとともに、 が対

に社会のあら る分 の活 に 加し活 する 画社会をつくります。

また、 会な の地域 との域 交流や 交流な 人材交流を ります。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ままちちづづくくりり 目目標標２２    来来にに向向けけてて くく「「人人」」づづくくりり  
 

目標  ：  地域 みで子 て 子 ちし すいまちを く   

～未来を築く元気な「人（子ども）」づくり～ 

 

重点  

成 標(H35 年度目標値) ●「子育てに不安や負担を感じない」人の割合
（市民意識調査）（H25）31.5％ H35 50.0 <20.0 > 

15 地域の を活かし

た の 実 

16 地域 が

し子 ちを す の 実 

18 安心して子どもを産み、

てられ 子 づくりの 実 

19 地域 ー に ふれ

あいあ 子 て づくり 

目標  ：  心 ともに でいきいきと らすまちを く   

～生涯いきいき元気な「人（市民）」づくり～ 

 成 標(H35 年度目標値) ●「心身ともに健康だと思う」市民の割合（市民
意識調査） （H25）67.2％ （H35)80.0 13.0  

20 に す 市

の 上 

21 な地域の と

の づくり 

22 齢者 がい者の

活 す の  

23 市 の  

の 成 

目標  ：  な に りふ と の と誇りを て   

～スポーツ・文化を通じた郷土を愛する「人」づくり～ 

 成 標(H35 年度目標値)  
●「（月に複数回以上）運動・スポーツに取り組む」市民の割合（市民意識調査） 
（H25）31.3％ （H35）50.0 19.0  

24 ー 活 を

た市 の  

目標を実現す 基本  

 

目標を実現す 基本  

 

25 の自 化に

ふれ づくり 

26 を た市

の の 成 

目標を実現す 基本  

 

成 標(H35 年度目標値)  
● 標 力 査に ける 力 値   56.7 
● 標 力 査に ける 力 値   53.4                                                  
● 力 ストの 割合 値      83.4  
● 力 ストの 割合 値      86.8  
●地元 生の上 高 進   50.0          
  

成 標(H35 年度目標値) ●地域 ラン ア 加者数   150 人 
 
  

成 標(H35 年度目標値) ● 健    98.0  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●子育てに不安感や負担感を感じない割合 （市民意識調査） 45.0  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 定健 ・ などの住民健 込    65.0   
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 民 での ・ 年間 加者数    600 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●社会 活動に 加する高齢者 （60 以上の高齢者の ー人 ン ー会 の割合）1.8  
● い者 の ー ス 用者数    785 人 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● スに 加する市民の数   80 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●スポーツ ントに 加する市民の数   5,000 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●「文化に しむ」市民の割合（市民意識調査）   20.0   
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 画 進 でいると思う市民の割合（市民意識調査）50.0  
●人 られていると思う市民の割合（市民意識調査）   60.0                                                   
●市外との 人口の       1,000 人 
   

 

もたちの かなここ 、確かな 力、 で安全な生活のできる資質や能力を

することにより「生きる力」（ ・ ・ の のとれた力）を てるため、地域

の を生かした質の高い を推進するとともに、 の ・充実を り

ます。  

また、上天草高 の テ を高め、進 を向上させるため、 発 の 化、

高の 化、 立大 の進 の向上、 を活かした ・ の

、 ー 活 （ 活 ）に力点を いた高 の づくりを進めます。 
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より、地域住民が になり もの自らの ちを する を充

実させることで、地域に と誇りをもった もを てていきます。 

 

 

、 産、 にわたって、 と もの を確保できるよう、

・相 を充実していきます。 

 

 

安心して てができるよう、 もの 全な 長を地域で見 る 点づ

くり、 ー づくりを進め、 と地域の て力の向上に取組み
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ー 施 の充実、総合型地域 ー の ・ 、高齢 や がい な 、
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様々な機会を た市民の交流・ の機会を充実させていくとともに、 が対

に社会のあら る分 の活 に 加し活 する 画社会をつくります。
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～未来を築く元気な「人（子ども）」づくり～ 

 

重点  

成 標(H35 年度目標値) ●「子育てに不安や負担を感じない」人の割合
（市民意識調査）（H25）31.5％ H35 50.0 <20.0 > 

15 地域の を活かし

た の 実 

16 地域 が

し子 ちを す の 実 

18 安心して子どもを産み、

てられ 子 づくりの 実 

19 地域 ー に ふれ

あいあ 子 て づくり 

目標  ：  心 ともに でいきいきと らすまちを く   

～生涯いきいき元気な「人（市民）」づくり～ 

 成 標(H35 年度目標値) ●「心身ともに健康だと思う」市民の割合（市民
意識調査） （H25）67.2％ （H35)80.0 13.0  

20 に す 市

の 上 

21 な地域の と

の づくり 
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の 成 

目標  ：  な に りふ と の と誇りを て   
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25 の自 化に

ふれ づくり 
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の の 成 
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成 標(H35 年度目標値)  
● 標 力 査に ける 力 値   56.7 
● 標 力 査に ける 力 値   53.4                                                  
● 力 ストの 割合 値      83.4  
● 力 ストの 割合 値      86.8  
●地元 生の上 高 進   50.0          
  

成 標(H35 年度目標値) ●地域 ラン ア 加者数   150 人 
 
  

成 標(H35 年度目標値) ● 健    98.0  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●子育てに不安感や負担感を感じない割合 （市民意識調査） 45.0  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 定健 ・ などの住民健 込    65.0   
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 民 での ・ 年間 加者数    600 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●社会 活動に 加する高齢者 （60 以上の高齢者の ー人 ン ー会 の割合）1.8  
● い者 の ー ス 用者数    785 人 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● スに 加する市民の数   80 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●スポーツ ントに 加する市民の数   5,000 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●「文化に しむ」市民の割合（市民意識調査）   20.0   
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 画 進 でいると思う市民の割合（市民意識調査）50.0  
●人 られていると思う市民の割合（市民意識調査）   60.0                                                   
●市外との 人口の       1,000 人 
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予 につな ていきます。 

 

 

民 や 施 を活用し、 地域の市民が な で 的に

活 や交流活 ができる を充実させていくとともに、 年 が社会活

に 加できる な交流の づくりを進めます。 

 

 

高齢 のもつ や を活かし、生 や な 様々な社会活

の 加を推進する 組みをつくり、高齢 が地域社会の で生きがい

をもって活 できる機会を ていきます。 

また、 がい が自立した生活が れるよう、 や社会 加の機会を

ていきます。 

 

 

市民や市民 な の地域人材を活用した テ の 業を

的に し、 地域の市民が える課題や ー に対 し、その活

で た を地域社会に する 組みをつくります。 

 

 

市民が く ー 活 に 加し、 増進や市民交流を ていくため、

ー 施 の充実、総合型地域 ー の ・ 、高齢 や がい な 、

全ての市民が ー を しむことができる ムづくり を進めます。また、

ー 合 の 、 ー の充実により、市 との交流を拡大します。 

 

 

市内の 化 や 化の を進め、地域の ・ 産の保 と発 を う

とともに、 化のもつ 力を活かした 交流を推進します。 

市民が市の かな自 や 化にふれ、 を める の機会を充実させることで、

市民の の を でいきます。また、市民の 化活 の 加を 進し、

市民の 様な 化交流を ていきます。 

 

 

様々な機会を た市民の交流・ の機会を充実させていくとともに、 が対

に社会のあら る分 の活 に 加し活 する 画社会をつくります。

また、 会な の地域 との域 交流や 交流な 人材交流を ります。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ままちちづづくくりり 目目標標２２    来来にに向向けけてて くく「「人人」」づづくくりり  
 

目標  ：  地域 みで子 て 子 ちし すいまちを く   

～未来を築く元気な「人（子ども）」づくり～ 

 

重点  

成 標(H35 年度目標値) ●「子育てに不安や負担を感じない」人の割合
（市民意識調査）（H25）31.5％ H35 50.0 <20.0 > 

15 地域の を活かし

た の 実 

16 地域 が

し子 ちを す の 実 

18 安心して子どもを産み、

てられ 子 づくりの 実 

19 地域 ー に ふれ

あいあ 子 て づくり 

目標  ：  心 ともに でいきいきと らすまちを く   

～生涯いきいき元気な「人（市民）」づくり～ 

 成 標(H35 年度目標値) ●「心身ともに健康だと思う」市民の割合（市民
意識調査） （H25）67.2％ （H35)80.0 13.0  

20 に す 市

の 上 

21 な地域の と

の づくり 

22 齢者 がい者の

活 す の  

23 市 の  

の 成 

目標  ：  な に りふ と の と誇りを て   

～スポーツ・文化を通じた郷土を愛する「人」づくり～ 

 成 標(H35 年度目標値)  
●「（月に複数回以上）運動・スポーツに取り組む」市民の割合（市民意識調査） 
（H25）31.3％ （H35）50.0 19.0  

24 ー 活 を

た市 の  

目標を実現す 基本  

 

目標を実現す 基本  

 

25 の自 化に

ふれ づくり 

26 を た市

の の 成 

目標を実現す 基本  

 

成 標(H35 年度目標値)  
● 標 力 査に ける 力 値   56.7 
● 標 力 査に ける 力 値   53.4                                                  
● 力 ストの 割合 値      83.4  
● 力 ストの 割合 値      86.8  
●地元 生の上 高 進   50.0          
  

成 標(H35 年度目標値) ●地域 ラン ア 加者数   150 人 
 
  

成 標(H35 年度目標値) ● 健    98.0  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●子育てに不安感や負担感を感じない割合 （市民意識調査） 45.0  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 定健 ・ などの住民健 込    65.0   
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 民 での ・ 年間 加者数    600 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●社会 活動に 加する高齢者 （60 以上の高齢者の ー人 ン ー会 の割合）1.8  
● い者 の ー ス 用者数    785 人 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● スに 加する市民の数   80 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●スポーツ ントに 加する市民の数   5,000 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●「文化に しむ」市民の割合（市民意識調査）   20.0   
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 画 進 でいると思う市民の割合（市民意識調査）50.0  
●人 られていると思う市民の割合（市民意識調査）   60.0                                                   
●市外との 人口の       1,000 人 
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成 標(H35 年度目標値)  
● 標 力 査に ける 力 値   56.7 
● 標 力 査に ける 力 値   53.4                                                  
● 力 ストの 割合 値      83.4  
● 力 ストの 割合 値      86.8  
●地元 生の上 高 進   50.0          
  

成 標(H35 年度目標値) ●地域 ラン ア 加者数   150 人 
 
  

成 標(H35 年度目標値) ● 健    98.0  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●子育てに不安感や負担感を感じない割合 （市民意識調査） 45.0  
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● 定健 ・ などの住民健 込    65.0   
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 民 での ・ 年間 加者数    600 人  
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
●社会 活動に 加する高齢者 （60 以上の高齢者の ー人 ン ー会 の割合）1.8  
● い者 の ー ス 用者数    785 人 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● スに 加する市民の数   80 人  
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●スポーツ ントに 加する市民の数   5,000 人  
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●「文化に しむ」市民の割合（市民意識調査）   20.0   
 
  

成 標(H35 年度目標値)  
● 画 進 でいると思う市民の割合（市民意識調査）50.0  
●人 られていると思う市民の割合（市民意識調査）   60.0                                                   
●市外との 人口の       1,000 人 
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市民の 生活を える 交 を維持・確保するとともに、

を 心とした の ・充実を計画的に進め、 らしの 性の

高い基 づくりを進めます。 

 

上天草総合 を に、 域 を めた安心できる ・ 急

制を充実します。 

 

高齢 や がい が安心して らせる を維持していくため、十分

な ー ・相 の できる施 人材を充実させていき

ます。 

 

区 で 地域 ー を構築し、高齢 の見 りや の要

、 から まで地域の安全な らしを える をつく

ります。また、高齢社会が進む 、増加する交 に対する 資の

ー を するな 、市民の らしを える 点からの地 産業

の を ります。 

増加する大 に え、 や 危 の による

に い基 を進めるとともに、市民の を高め、 制を

めた地域の 対策を充実させていきます。また、増加する

に対する予 対策、交 安全対策を、市民 の 発・ 活 を

推進します。 

 

の市 住 の維持・ を るとともに、産業の活性化による生産年

齢 の 住の 進、 の フや 地域 住 の自

向・ 向の 市住民の ー を えた 住 を民間 業 と

し します。 

 

上天草市 の定住に 心をもつ新たな定住 を 的に するための

策として、住 の の 、 き を活用した 住の推

進 を実施します。また、 住 で構 される「上天草市 フ

ー 」の活 を充実させ、また「 住相 ー」の取組

みによる 住後のフ ー を充実させます。 

 

市民が自 とふれあいながら、 保全に対する を高め、活 を

るまちづくりを進めるとともに、 の 力でもある しい の保全に

対する取組みを 化します。 

 

市民 人 とりが 生活の で 質 化、 み減 化 を すること

で、自 を保全・ し、 にやさしいまちづくりを進めます。 

 

自 ーの 用推進な を た地 化対策を実施し、地

での資源・ 対策 の取組みに します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 

ままちちづづくくりり 目目標標     来来にに向向けけてて くく「「地地域域」」づづくくりり  
 

目標  ：  齢 に た安心、 な生活基 を く  

～安心・快適に暮らせる「地域」づくり～ 

 

 

27 の い

ー の 実 

 

成 標(H35 年度目標値)  
●住み慣れた地域で安心して生活できている高齢者の割合（市民意識調査） 

80.0  

目標を実現す 基本  

 

28 の 実 

 

29 安心を生  

の 実 

 

30 地域の いの 

ー づくり 

 

31 に い地域づく

り、市 の の 上 

 

目標  ：  自 の 市住 の 住 定住を す   

～新たな定住を促進する「地域」づくり～ 

 

 
成 標(H35 年度目標値)  
●市外からの新たな転入者数   240 600 人  

32 ー を た 住

の  

 

目標を実現す 基本  

 

33 新たな定住者に

す の 実 

 

目標  ：  自 を り、 しい を く   

～美しい海と緑のある「地域」づくり～ 

 

 

34 自 を り  

づくり、 の 化 

 

成 標(H35 年度目標値)  
●「水のきれいさ（海・川・海岸）」の満足度（環境基本計画市民アンケート調査）  
（H25）34.3％ 48.0 14.0  

目標を実現す 基本  

 

35 生活から

す に しいまちづくり 

 

36 地 にた

た資源 の推  

 

成 標(H35 年度目標値)  
● 通 の年間 用者数 256,000 人 

成 標(H35 年度目標値) ●「住みよい にしていくた に取り組む き
」の「 の 」の「 に取り組む き」の割合（市民意識調査） 20.0  

人 

成 標(H35 年度目標値) ● 定者    21.0  

成 標(H35 年度目標値) ● 地域 ト ー の  90.0  

成 標(H35 年度目標値)  
● 発生 数       
● 数       
● 通 発生 数   60  
 

成 標(H35 年度目標値)  
●定住 者向け住 の入 者数 250   

成 標(H35 年度目標値) ● 住 の 加者数 30 人  

成 標(H35 年度目標値)  
●環境 ント の年間 加者数 11,000 人  

成 標(H35 年度目標値)  
● 用水域 海域 の水 （COD 環境基 ）の  100.0   

成 標(H35 年度目標値)  
●市の 業に う CO2  3,825,681kg-CO2 
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り、市 の の 上 

 

目標  ：  自 の 市住 の 住 定住を す   

～新たな定住を促進する「地域」づくり～ 
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33 新たな定住者に
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目標  ：  自 を り、 しい を く   

～美しい海と緑のある「地域」づくり～ 
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成 標(H35 年度目標値)  
●「水のきれいさ（海・川・海岸）」の満足度（環境基本計画市民アンケート調査）  
（H25）34.3％ 48.0 14.0  

目標を実現す 基本  

 

35 生活から

す に しいまちづくり 

 

36 地 にた
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● 通 の年間 用者数 256,000 人 
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● 発生 数       
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計 の推  ～市 と の に まちづくり～ 

 
第２次総合計画を推進するためには、市民と 、そして本市に わる様々な人がともに

まちづくりの ー ーである をもちながら、地域の課題 ・目標 に向かって

を し合い、 によるまちづくりを進めることが必要になります。 

本計画では、市民と の によるまちづくりの基本 施策を定めており、み

なで第２次総合計画にそったまちづくりを進めていきます。 

 

 

みんなでめざ う 市 と の に まちづくり 

  

  

市 と の に まちづくりの基本  

● まちづくりを でき 市 の  
市民のまちづくり の 心と 加を 進するため、 による 活 を充実させるととも

に、まちづくりの課題に対する市民との 見交 の機会を充実します。 

 

 地域を を とした住 自治の  
住民自 の基 である 区活 を するとともに、 地域の自 活 を ー する地域 ー

ーの を ります。 

 

 自 な住 活 の な市 の  
様化する市民 ー に えられるまちづくりを進めるため、様々な分 で活 する市民活

を するとともに、市民 の交流を ていきます。 

 

 い人 の に まちづくり 
本市が市 との したまちづくりを ていくため、市内にと まら 、本市に わる市 の

い人材との交流・ を活発に します。 
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